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aO19年度 定B寺総会

共助会総会が開催されました

開催日時：2019年5月20B(月）午後1時

開催場所：郡山市立中央公民館多目的ホール
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定時総会の様子（2019年5月20B) 於：郡山市立中央公民館多目的ホール
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き
、
ご
来
賓
の
郡
山
市
議
会
議
長
佐
藤
政

喜
様
よ
り

「
貴
セ
ン
タ
ー
が
自
主
自
立
・
共
働
共

助
に
よ
り
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
が
国
の
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
伴

い
、
就
業
機
会
の
拡
大
を
求
め
ら
れ
て
い

る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役

◎
定
時
総
会

定
刻
午
後
１
時
、
職
員
六
角
係
長
の
司

会
で
進
行
。
木
村
理
事
長
の
挨
拶
に
引
続

公
益
社
団
法
人
郡
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
２
０
１
９
年
度
「
定
時
総

会
」
と
「
共
助
会
総
会
」
が
、
郡
山
市
長

を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の
方
々
を
お
迎
え
し

て
５
月
加
日
㈲
に
「
郡
山
市
立
中
央
公
民

館
多
目
的
ホ
ー
ル
」
で
会
員
１
２
６
３
名

（
う
ち
委
任
状
及
び
議
決
権
行
使
書
９
７

８
名
含
む
）
の
出
席
の
下
、
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

昌
回
刊
副
鯛
園
這
陶
綴
蟄

ー

蝿調 、.。へ

挨拶に立つ理事長木村忠雄

割
は
ま
す
ま
す
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
来

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
今
後
と
も
活

力
の
あ
る
地
域
社
会
の
た
め
尽
力
し
て
い

た
だ
き
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
（
要
旨
）
」
と
ご
挨

拶
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

続
い
て
郡
山
公
共
職
業
安
定
所
所
長
渡

辺
隆
様
か
ら

「
今
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
す

る
中
に
あ
っ
て
、
若
者
、
女
性
、
高
齢

者
、
障
害
を
お
持
ち
の
方
な
ど
で
、
働
く

意
欲
を
お
持
ち
の
全
て
の
人
の
働
き
が
求

め
ら
れ
て
い
る
全
員
参
加
型
の
社
会
の
中

に
あ
っ
て
、
特
に
高
齢
者
に
は
長
年
培
っ

櫓
て
き
た
経
験
や
能
力
を
発
揮
し
て
、
ま
す

ま
す
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

シ
ル
バ
ー
事
業
の
果
た
す
役
割
が
ま
す

ー■
’
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祝辞を述べる郡山市議会議長

ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
会

員
、
役
職
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
活
躍

し
て
欲
し
い
。
（
要
旨
）
」
と
ご
挨
拶
を

頂
戴
し
ま
し
た
。

ご
挨
拶
の
後
、
続
い
て
議
事
に
入
り
、

仮
議
長
に
理
事
長
木
村
忠
雄
が
着
き
、
選

任
の
結
果
、
議
長
に
は
佐
藤
榮
子
氏
が
議

場
の
満
場
一
致
で
選
出
さ
れ
議
事
に
入
り

ま
し
た
。

議
事
が
進
む
中
、
公
務
が
重
な
り
開
式

に
は
間
に
合
わ
な
い
が
是
非
と
も
会
員
の

方
々
に
親
し
く
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
た
い

の
で
‘
少
々
遅
れ
る
、
と
の
こ
と
で
到
着

が
遅
れ
て
い
ま
し
た
郡
山
市
長
品
川
萬
里

様
が
ご
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
議
長
は
議
事
の
進
行
を
一
時
中

断
し
、
司
会
が
市
長
に
ご
挨
拶
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

郡
山
市
長
品
川
萬
里
様
が
「
今
年
も
こ

の
よ
う
に
総
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
、

心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
ご
ろ
の
市
政
へ
の
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
、
総
会
の
議
案
の
事
業
計
画
を
拝

見
し
、
盛
だ
く
さ
ん
で
読
ま
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
担
当
は
雇
用
政
策
課
で
す
が
、
お

農1識
鼠i

f

奄

一
一
一
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祝辞を述べる郡山市長

よ
そ
関
係
し
て
い
る
部
に
は
よ
く
読
ん

で
、
こ
の
計
画
が
順
調
に
進
ん
で
行
く
よ

う
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。

今
年
５
月
晦
日
の
突
然
の
大
雨
に
拠
る

浸
水
被
害
で
は
、
多
く
の
所
で
被
害
が
出

て
、
多
く
の
所
を
現
地
視
察
し
、
対
策
を

立
て
ま
し
た
。
今
大
規
模
な
大
雨
対
策
の

土
木
工
事
を
し
て
い
ま
す
。

市
の
行
政
で
、
今
一
番
注
目
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
地
球
温
暖
化
で
す
。

聞
く
所
に
拠
り
ま
す
と
北
極
海
の
氷
が
解

け
た
と
か
、
常
磐
沖
で
海
流
の
変
化
な
の

か
シ
ラ
ウ
オ
が
取
れ
な
い
。
あ
さ
か
米
は

美
味
し
い
が
、
米
の
評
価
で
一
番
美
味
し

い
お
米
は
北
海
道
産
米
に
な
っ
て
来
て
い

る
と
云
わ
れ
て
い
る
。
福
島
県
の
果
物
で

す
と
、
り
ん
ご
、
な
し
、
も
も
に
柑
橘
類

を
接
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
現
に

そ
の
よ
う
な
準
備
を
し
て
い
る
所
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

仕
事
に
お
い
て
も
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

が
大
き
な
変
化
と
な
る
の
で
一
歩
一
歩
ひ

と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
解
決
し
て
行
き
た

い
。
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
も
目
を
配
っ

て
、
皆
さ
ん
の
仕
事
も
市
民
の
生
活
も
順

調
に
進
ん
で
参
る
よ
う
に
努
力
し
て
参
り

ま
す
。
（
要
旨
）
」
と
公
務
多
忙
の
中
、

時
間
を
割
い
て
ご
来
場
く
だ
さ
り
会
員
に

親
し
く
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

市
長
挨
拶
の
後
、
議
事
は
再
会
さ
れ
て

報
告
事
項
「
２
０
１
８
年
度
収
支
補
正
予

算
」
の
報
告
後
、
第
１
号
議
案
「
２
０
１
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８
年
度
事
業
報
告
の
承
認
」
、
第
２
議
案

「
収
支
決
算
報
告
の
承
認
」
に
続
き
、
監

事
の
監
査
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
第
１

号
、
第
２
号
議
案
の
相
樂
常
務
理
事
（
事

務
局
長
）
の
説
明
に
対
し
、
会
員
か
ら
質

問
が
出
さ
れ
、
回
答
後
２
議
案
と
も
満
場

異
議
な
く
修
正
案
の
通
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

続
い
て
、
議
事
の
報
告
事
項
「
２
０
１

９
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
」
２
件
が

報
告
さ
れ
、
全
て
の
議
事
は
終
了
。

議
長
は
退
任
と
な
り
、
定
時
総
会
は
閉

会
し
ま
し
た
。

続
い
て
会
員
の
表
彰
が
執
り
行
な
わ

れ
、
永
年
会
員
表
彰
６
名
、
会
員
功
労
者

表
彰
６
名
の
方
々
が
壇
上
に
集
ま
り
、
晴

れ
の
表
彰
を
受
け
記
念
の
写
真
撮
影
を
行

な
い
終
了
し
、
休
憩
時
間
に
は
、
総
会
出

席
者
に
記
念
品
が
配
ら
れ
た
あ
と
、
共
助

会
の
総
会
に
バ
ト
ン
を
渡
し
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
度
公
益
社
団
法
人
郡
山

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
に

あ
た
り
、
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
セ
ン
タ
ー

の
事
業
運
営
に
対
し
、
大
変
な
ご
努
力
と

ご
支
援
。
ご
協
力
を
頂
い
て
お
る
こ
と

に
、
衷
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

本
日
、
ご
来
賓
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
大

変
に
お
忙
し
い
中
ご
臨
席
を
賜
り
、
多
く

○
理
事
長
挨
拶

の
会
員
各
位
の
ご
出
席
の
も
と
定
時
総
会

が
開
催
で
き
ま
す
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
内
で
は
、
本
年
４
月
よ
り

「
働
き
方
改
革
関
連
法
案
」
が
施
行
さ

れ
、
政
府
が
進
め
る
働
き
方
改
革
の
重
要

な
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
労
働
力
不

足
に
対
応
す
る
た
め
、
再
就
職
支
援
や
人

材
育
成
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
妬
歳

以
上
で
も
働
け
る
高
齢
者
の
就
労
促
進
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
国
内
労
働
力
の
有
効
求
人
倍
率

は
高
止
ま
り
し
て
お
り
、
空
前
の
人
手
不

足
と
言
わ
れ
、
外
国
人
技
能
実
習
生
に
労

働
力
を
補
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。
特
に
、
製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス

業
、
輸
送
、
警
備
業
界
な
ど
に
お
い
て

は
、
そ
の
深
刻
度
が
一
層
増
し
て
き
て
お

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
私
共
郡
山
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
昨
年
度
の
事

業
活
動
は
、
派
遣
事
業
を
含
め
た
事
業
量

に
お
い
て
、
一
昨
年
度
に
引
き
続
き
ま
し

て
、
創
立
以
来
最
大
の
事
業
量
を
確
保
で

き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
全
て
、
会
員
皆
様
方
の
地
道

な
努
力
が
地
域
社
会
か
ら
支
持
、
評
価
さ

れ
た
結
果
の
賜
物
で
あ
る
と
、
改
め
て
感

れ
た
結
果
の
賜
物
で
あ
る
と
、
改
坐

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
人
口
の
減

少
時
代
を
迎
え
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て

お
り
、
ま
す
ま
す
高
年
齢
者
の
活
用
が
求

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

○
２
０
１
９
年
度
定
時
総
会
表
彰
者

・
永
年
会
員
表
彰

（
セ
ン
タ
ー
会
員
加
年
以
上
で
事
業
貢
献
者
）

有
我
賢
志
さ
ん
飛
田
幸
四
郎
さ
ん

大
槻
文
子
さ
ん
荻
野
幸
子
さ
ん

厚
美
吉
雄
さ
ん

め
ら
れ
、
活
躍
の
場
が
広
が
っ
て
行
く
と

思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
私
た
ち
は
、
会
員
の

み
な
さ
ま
と
共
に
、
時
代
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
し
て
、
地
域
社
会
の
負
託
に
応

え
、
活
性
化
に
寄
与
し
て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

本
日
ご
参
集
の
会
員
の
皆
様
、
ま
た
、

都
合
に
よ
り
出
席
出
来
な
か
っ
た
会
員
の

皆
さ
ま
に
於
か
れ
ま
し
て
も
、
市
民
に
愛

さ
れ
、
魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
、

市
民
か
ら
信
用
と
信
頼
を
得
て
、
地
域
社

会
に
微
力
な
り
と
も
貢
献
出
来
ま
す
よ

う
、
な
お
一
燗
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

す
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
、
ご
来
賓
の
皆
さ
ま
方
と
会
員

皆
々
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
、

ま
た
私
達
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

更
な
る
発
展
を
祈
念
し
、
挨
拶
と
致
し
ま

す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
会
員
功
労
者
表
彰

（
会
員
の
入
会
促
進
貢
献
者
）

佐
藤
榮
子
さ
ん
本
田
キ
ク
イ
さ
ん

ｎ
名
の
方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

l
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議
事
と
し
て
、
第
１
号
議
案
２
０
１
８

年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
の
報
告
、
第

２
号
議
案
２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
案
．

定
時
総
会
に
続
き
、
六
角
係
長
の
司
会

で
進
行
。
木
村
会
長
が
挨
拶
。

議
長
に
は
藍
原
八
郎
氏
が
満
場
一
致
で

選
出
さ
れ
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

◎
共
助
会
総
会

公益村雨湊人 即山市シルバー人材センター

定時総会・共助会総会

● 匠猛

渡
部
一
さ
ん
塩
田
ま
す
み
さ
ん

伊
藤
利
喜
雄
さ
ん
和
知
光
幸
さ
ん

' ’
1

|’ Ｉ
色
日
興
一
詞
‐

与

り
藤

誼
△
一

甦

■

q

隆一

三

。

1戸訂’

X
『 ～

受賞者のみなさん
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収
支
予
算
案
が
上
程
さ
れ
、
相
樂
事
務
局

長
が
説
明
し
、
２
議
案
と
も
満
場
異
議
な

く
原
案
の
通
り
可
決
承
認
さ
れ
、
全
て
の

議
事
は
終
了
。

議
長
は
退
任
と
な
り
、
総
会
は
終
了
し

ま
し
た
。

共
助
会
で
は
、
今
年
度
も
会
員
の
み
な

さ
ま
方
に
、
楽
し
い
企
画
を
発
信
し
て
参

り
ま
す
。

、
受
託
事
業
契
約
件
数
・
金
額
合
計

件
数
華
７
，
５
０
３
件

金
額
や
６
億
９
３
７
８
万
１
０
０
４
円

（
前
年
比
ｗ
・
８
％
）

（
う
ち
公
共
）
件
数
》
１
８
３
件

金
額
》
１
億
６
３
１
９
万
０
１
９
８
円

（
前
年
比
１
０
２
．
２
％
）

（
う
ち
企
業
等
）
件
数
恥
１
，
４
０
６
件

金
額
》
４
億
２
０
３
７
万
４
６
６
５
円

（
前
年
比
妬
・
７
％
）

（
う
ち
個
人
）
件
数
錘
５
，
９
１
２
件

金
額
卵
１
億
６
０
９
万
４
１
１
２
円

（
前
年
比
１
０
０
．
２
％
）

（
う
ち
独
自
事
業
）
件
数
》
２
件

金
額
牝
４
１
２
万
２
０
２
９
円

（
前
年
比
Ⅷ
・
０
％
）

（
平
成
瓠
年
３
月
証
日
現
在
）

（
男
性
１
，
４
１
０
人
女
性
９
４
１
人
）

弔
醐
鋤
飼

雪

事業実施状況推移
(2019年3月31日現在）

受託・派遣事業状況（前年度対比表）

受託件数
延人員 契約金額 就業率会員数 実人員項目

総件数 新規件数

蕊 18年度
一

57.2％

18年度 17年度 18年度 17年度 18年度 増減額 進展率 17年度17年度 18年度 17年度 17年度 18年度 17年度 18年度

帽
一
羽
一
頭

723 1,172 1,206 14,767 15,043 68,093,498 69,789,337 1,695,839 102.5％ 56.5％2,076 2,108 726 774 769

60.4％

58.4％

58.2％

579％

16,643 16,925 78,632,706 81,277,001 2,644,295 103.4％ 59.49(】2,085 2,143 1,014 1,064 694 727 1,238 1,295

17,590 84,062,813 84,428,879 366,066 100.4％ 58.7％2,102 2,184 1,240 1,263 905 899 1,233 1,276 17,499

59‘1％7月 2，110 2,200 1,186 1,294 860 934 1,248 1,281 17,518 17,848 83,844,110 87,007,621 3,163,511 103.8％

△3,356,516 59.2％8月 848 1,253 1,283 17,363 16,582 82,887,558 79,531,042 96.0％2，115 2,217 1,190 1,085 725

△5,920,037 93.0％ 59.2％ 56.9％9月 2,旧9 2‘239 1,271 1’109 934 754 1,267 1,275 17,600 16，184 85,061,149 79,141,112

62.1%'57.8％
60.0％55.7％

55.0％54.3％

62.1％

60.0％

10月 1,342 859 1,002 1,333 1,289 17，131 17,710 80,814,938 85,879,538 5,064,600 106.3％2,146 2,232 1,193

11月 762 779 1,301 1,258 16,215 16,620 79,057,920 81,225,565 2,167,645 102.7％2,167 2,259 1,093 1，117

12月 2,274 704 374 371 1,201 1,235 14,658 14,748 69,046,129 69,709,273 663,144 101.0％2,184 691

45.2％
－

446％

1月 460 142 1,039 1,039 12,380 12,272 56,297,091 57,875,088 1,577'997 102.8％ 48.1％2,161 2,300 449 146

12,439 57,358,137 57,821,730 463,593 100.8％ 46.8％2月 2,177 2,317 493 501 180 182 1,018 1,033 12,210

△4,818,914 53.5％48.1％

80.2%'72.5％

53.5％3月 294 314 1,187 1,132 14，184 13,716 75,073,509 70,254,595 93.6％2,217 2,351 611 644

年度末合計 188,488 900,229,558 903,940,781 3,711,223 100.4％11，157 11,357 7,579 7,598 1,778 1,704 187,357

一
は
じ
め
に

今
、
国
内
は
少
子
高
齢
化
が
ま
す
ま
す

の
進
展
し
、
建
設
や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
に

代
表
さ
れ
る
労
働
力
不
足
を
受
け
て
、
有

効
求
人
倍
率
は
２
倍
に
迫
る
勢
い
で
あ
り

ま
す
。
労
働
現
場
で
は
、
外
国
人
技
能
実

習
制
度
に
よ
る
労
働
力
の
受
け
入
れ
、
ま

た
現
在
開
歳
ま
で
働
け
る
雇
用
形
態
が
、

知
歳
ま
で
働
け
る
雇
用
形
態
へ
変
え
よ
う

と
の
動
き
も
議
論
さ
れ
出
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
労
働
環
境
の
変
化
が
激
し
い

中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
公
益
法

人
と
し
て
、
地
域
の
期
待
と
付
託
に
確
実

に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
い
状
況
の
中

、
派
遣
事
業
契
約
件
数
・
金
額
合
計

件
数
》
妬
件

金
額
や
２
億
１
０
１
５
万
９
７
７
７
円

（
前
年
比
１
１
０
．
１
％
）

・
職
業
紹
介
事
業

件
数
》
１
件

金
額
》
６
０
０
０
円（

前
年
度
実
績
な
し
）

．
受
託
・
派
遣
・
職
業
紹
介
総
合
計

件
数
》
７
５
９
９
件

金
額
》
９
億
３
９
４
万
６
７
８
１
円

（
前
年
比
１
０
０
．
４
％
）

就
業
実
人
員
心
１
７
０
４
人

就
業
率
恥
氾
・
５
％

日
創
刊
副
第
園
詞
謂
諦
画
剛
棚
雪
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に
あ
り
ま
す
。

本
年
加
月
か
ら
は
消
費
税
が
ｎ
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
、
そ
の
制
度
改
正
に
伴
う
中

で
、
課
税
事
業
者
は
今
後
岨
年
間
に
か
け

て
段
階
的
に
免
税
事
業
者
（
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
は
会
員
各
位
）
か
ら
の
仕
入
控
除

が
出
来
な
く
な
る
と
い
う
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
根
幹
を
揺
る
が
す
大
間
題
に

直
而
し
て
参
り
ま
す
。

今
後
は
そ
れ
ら
も
踏
ま
え
て
、
制
度
設

計
と
事
業
改
革
を
進
め
、
会
員
が
安
心
し

て
働
く
こ
と
が
出
来
、
市
民
か
ら
支
持
さ

れ
必
要
と
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て

事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

二
運
営
基
本
方
針

川
公
益
社
団
法
人
と
し
て
ガ
バ
ナ
ン
ス

③
公
益
目
的
事
業
実
施
の
徹
底
と
意
識

の
浸
透
を
図
る

側
会
員
増
強
と
シ
ル
バ
ー
理
念
の
浸
透

を
図
る

側
就
業
機
会
の
確
保
・
提
供
を
推
進
す
る

⑤
適
正
就
業
を
推
進
す
る

㈹
会
員
の
安
全
就
業
の
徹
底
と
安
全
意

識
の
浸
透
を
図
る

い
会
員
に
必
要
な
知
識
、
技
術
、
技
能

の
向
上
を
図
る

⑧
組
織
体
制
の
活
性
化
と
財
政
基
盤
の

強
化
を
図
る

ぃ
シ
ル
バ
ー
事
業
の
普
及
啓
発
活
動
を

推
進
す
る

三
事
業
計
画

川
会
員
の
確
保
、
増
強

セ
ン
タ
ー
の
根
幹
で
あ
る
会
員
数

は
、
昨
年
度
正
会
員
２
，
３
５
１
名
、

特
別
会
員
記
名
、
賛
助
会
員
９
８
０

名
を
確
保
で
き
ま
し
た
が
、
今
年
度

に
お
い
て
も
最
重
要
課
題
に
会
員
数

の
確
保
を
掲
げ
、
更
な
る
拡
大
を
図

り
増
強
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

側
就
業
機
会
の
確
保
と
提
供

会
員
数
と
同
じ
く
最
重
要
課
題

が
就
業
機
会
の
確
保
と
提
供
で
あ
る

為
、
昨
年
度
同
様
事
業
量
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
国
が
進
め
る
高
齢
者

活
用
・
現
役
世
代
雇
用
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
実
施
し
て
就
業
機
会
の
確
保
に

努
め
、
次
の
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

①
受
託
事
業
の
拡
大
・
推
進

②
独
自
事
業
の
拡
大
・
推
進

③
普
及
啓
発
の
推
進

④
就
業
開
拓
提
供
の
充
実
、
推
進

⑤
調
査
研
究
の
実
施

⑥
高
齢
者
活
用
・
現
役
世
代
サ
ポ
ー

ト
事
業
の
実
施

⑦
高
齢
者
生
き
い
き
生
活
支
援
事
業

の
実
施

③
高
齢
者
在
宅
生
活
支
援
事
業
の
実
施

⑧
適
正
就
業
の
徹
底
、
契
約
内
容
、
就

業
形
態
の
見
直
し

側
安
全
就
業
の
確
立

⑤
労
働
者
派
遣
事
業
の
実
施
、
推
進

⑥
有
料
職
業
紹
介
事
業
の
実
施

例
講
習
会
の
拡
大
、
充
実

⑧
組
織
体
制
の
確
立
、
財
政
基
盤
の
強
化

◎
平
成
釦
年
度
阻
月
定
例
理
事
会

（
平
成
訓
年
吃
月
Ｍ
日
開
催
）

｛
決
議
事
項
一

・
正
会
員
入
会
希
望
者
入
会
承
認

一
報
告
事
項
］

・
２
０
１
８
年
度
事
業
実
施
状
況
報
告

（
ｎ
月
）

◎
平
成
加
年
度
１
月
定
例
理
事
会

（
平
成
釦
年
１
月
晦
日
開
催
）

一
決
議
事
項
】

・
正
会
員
入
会
希
望
者
入
会
承
認

・
規
程
改
正

〔
報
告
事
項
一

・
２
０
１
８
年
度
事
業
実
施
状
況
報
告

（
皿
月
）

◎
平
成
釦
年
度
２
月
定
例
理
事
会

（
平
成
瓠
年
２
月
晦
日
開
催
）

【
決
議
事
項
〕

・
正
会
員
入
会
希
望
者
入
会
承
認

・
職
員
就
業
規
則
改
正

・
嘱
託
職
員
就
業
規
則
改
正

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
就
業
規
則
の
改
正

・
職
員
給
与
規
程
の
改
正

・
中
・
長
期
計
画
の
検
証

・
憩
い
の
広
場
の
運
営

側
賛
助
会
員
の
拡
大

⑩
そ
の
他
、
目
的
達
成
の
為
に
必
要
な

事
業
の
実
施

【
報
告
事
項
一

・
２
０
１
８
年
度
事
業
実
施
状
況
報
告

（
１
月
）

◎
平
成
釦
年
度
３
月
定
例
理
事
会

（
平
成
証
年
３
月
肥
日
開
催
）

〔
決
議
事
項
］

・
正
会
員
入
会
希
望
者
入
会
承
認

・
平
成
副
年
度
度
事
業
計
画
・
予
算
（
案
）

｛
報
告
事
項
］

・
２
０
１
８
年
度
事
業
実
施
状
況
報
告

（
２
月
）

◎
平
成
訓
年
度
４
月
決
議
省
略
理
事
会

（
平
成
訓
年
４
月
廻
日
）

〔
決
議
事
項
一

正
会
員
入
会
希
望
者
入
会
承
認

◎
平
成
副
年
度
４
月
定
例
理
事
会

（
平
成
釦
年
４
月
四
日
開
催
）

一
決
議
事
項
一

・
２
０
１
８
年
度
収
支
補
正
予
算
承
認

・
２
０
１
８
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収

支
決
算
承
認

・
２
０
１
９
年
度
定
時
総
会
の
開
催

・
２
０
１
９
年
度
定
時
総
会
議
案
の
議

決
権
行
使
期
限

・
会
員
・
役
員
被
表
彰
者
の
選
定

【
報
告
事
項
］

２
０
１
８
年
度
事
業
実
施
報
告
（
３
月
）

◎
２
０
１
９
年
度
５
月
定
例
理
事
会

（
２
０
１
９
年
５
月
晦
日
開
催
）

｛
決
議
事
項
一

・
正
会
員
・
賛
助
会
員
入
会
希
望
者
入

会
承
認
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｛
報
告
事
項
］

・
２
０
１
９
年
度
事
業
実
施
状
況
報
告

（
４
月
）

・
理
事
長
・
副
理
事
長
及
び
常
務
理
事

の
峨
務
執
行
状
況
の
報
告

【
協
議
事
項
〕

２
０
１
９
年
度
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
、

共
助
会
定
期
総
会
の
開
催

◎
２
０
１
９
年
度
６
月
定
例
理
事
会

（
２
０
１
９
年
６
月
過
日
開
催
）

〔
決
議
事
項
一

・
正
会
員
・
賛
助
会
員
入
会
希
望
者
入

会
承
認

〔
報
告
事
項
〕

・
２
０
１
９
年
度
事
業
実
施
状
況
報
告

（
５
月
）

・
２
０
１
９
年
度
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会

報
告

◎
２
０
１
９
年
度
７
月
定
例
理
事
会

（
２
０
１
９
年
７
月
陥
日
開
催
）

〔
決
議
事
項
】

・
正
会
員
入
会
希
望
者
入
会
承
認
の
件

・
派
遣
労
働
会
員
就
業
規
則
の
改
定

・
派
遣
労
働
者
の
代
表
選
出
に
お
け
る

内
規
の
制
定

〔
報
告
事
項
】

・
２
０
１
８
年
度
事
業
実
施
状
況
報
告

（
６
月
）

・
役
員
視
察
研
修
報
告

・
高
齢
者
就
業
拡
大
支
援
事
業
に
つ
い

て

○
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

（
随
時
開
催
）

○
事
業
委
員
会

（
２
０
１
９
年
６
月
調
日
開
催
）

。
２
０
１
９
年
度
事
業
推
進
方
針

・
独
自
事
業
に
つ
い
て

・
就
業
開
拓
の
推
進
に
つ
い
て

○
総
務
委
員
会

（
平
成
訓
年
１
月
９
日
開
催
）

理
事
会
付
議
規
程
（
案
）
の
検
討

・
セ
ン
タ
ー
職
員
給
与
規
程
の
改
正

・
セ
ン
タ
ー
職
員
退
職
金
規
程
の
改
正

（
平
成
訓
年
２
月
旭
日
開
催
）

理
事
会
付
議
規
則
改
正
（
案
）
の
検
討

・
セ
ン
タ
ー
中
・
長
期
計
画
の
検
証

・
セ
ン
タ
ー
職
員
就
業
規
則
の
改
正

・
セ
ン
タ
ー
堀
託
職
員
就
業
規
則
の
改

正
・
セ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
就
業

規
則
の
改
正

・
セ
ン
タ
ー
職
員
給
与
規
程
の
改
正

委
員
会
報
告

（
２
０
１
９
年
７
月
洲
日
開
催
）

理
事
会
付
議
規
程
（
案
）
の
検
討

・
派
遣
労
働
会
員
就
業
規
則
の
改
定

・
派
過
労
働
者
の
代
表
選
出
に
お
け
る

内
規
の
制
定

就
業
先
や
自
己
健
康
管
理
に
役
立
つ
調

理
の
方
法
を
、
講
義
・
実
技
に
よ
り
今
が

話
題
の
青
魚
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
な
ど
に
よ

り
、
別
名
の
方
が
参
加
さ
れ
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

○
調
理
講
習
会

（
２
０
１
９
年
３
月
四
日
、

加
日
、
妬
日
、
沁
日
）

個
人
家
庭
へ
の
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
の

基
本
、
困
っ
た
時
の
対
応
方
法
ま
で
を
別

名
の
会
員
が
参
加
し
て
講
習
を
開
催
し
ま

し
た
。

○
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
講
習
会

（
平
成
引
年
３
月
肥
、
、
犯
日
）

○
広
報
委
員
会

（
平
成
訓
年
打
月
～
担
月
開
催
）

・
広
報
第
ｗ
号
の
編
集
発
行

：
。
事
故
報
告
、
そ
の
対
応
策
検
討

。
安
全
だ
よ
り
の
発
行
に
つ
い
て

。
事
故
現
場
検
証
の
報
告

・
安
全
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

、
安
全
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

。
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

塞
家事援助サービス講習会完成した料理
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○
植
木
手
入
れ
就
業
者

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会

（
平
成
別
年
４
月
弱
日
～
沁
日
）

逢
瀬
公
園
緑
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、

み
ど
り
花
塾
の
阿
部
先
生
を
講
師
に
お
迎

え
し
て
、
現
在
就
業
し
て
い
る
会
員
の
技

能
向
上
を
図
る
事
を
目
的
に
就
業
者
如
名

が
技
能
向
上
に
取
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
遠
く
山
形
県
の
長
井
・
西
置
賜

地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
就
業
会

員
３
名
の
方
々
が
一
緒
に
受
講
さ
れ
ま
し

た
。

調理講習会

○
植
木
手
入
れ
講
習
会

（
２
０
１
９
年
６
月
Ⅱ
日
～
腔
日
）

逢
瀬
公
園
緑
化
セ
ン
タ
ー
及
び
希
望
ヶ

丘
ホ
ー
ム
を
会
場
に
、
植
木
就
業
希
望
者

を
対
象
に
し
て
、
会
員
の
技
能
向
上
及
び

就
業
者
拡
大
を
主
眼
と
し
て
会
員
弱
名
が

受
講
し
ま
し
た
。

悪
lW

F

植裁就業者のみなさん技能を習得中の受講者のみなさん

■■■－

何
か
と
話
題
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

コ
ー
ナ
ー
で
す
が
、
こ
の
た
び
セ
ン
タ
ー

も
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
登
録
し
て
提
供
し
て

お
り
ま
す
。

「
墓
地
清
掃
サ
ー
ビ
ス
」

遠
方
に
お
住
ま
い
の
方
、
ま
た
は
事
情

に
よ
り
墓
掃
除
に
来
ら
れ
な
い
方
に
代
わ

り
市
内
の
墓
の
除
草
清
掃
を
行
な
い
ま
す
。

・
寄
付
金
額
率
１
万
５
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
ふ
る
さ
と
納
税
「
ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

言
ｇ
の
ぎ
、
急
さ
言
●
昏
吋
匡
函
さ
‐
冨
〆
弓
へ
ｇ
弓
、

旨
き
、
つ
圏
つ
い

逵方

ス
る
済
演

ビ
円
え
る

ら

一
ｎ
Ｕ
も
い

》
》
剛
》
姻
一
》

[No.5902-01591郡山市シルバー人材センター墓地清掃サービス

殉
の
雪
皿

程

事
故
撲
滅
目
標
》
事
故
件
数
０
件

・
会
員
健
康
診
断
受
診
の
推
進
、

・
安
全
講
習
会
の
開
催
、

・
安
全
巡
回
指
導
の
徹
底
、

・
事
故
防
止
啓
発
活
動

・
チ
ラ
シ
の
配
布
、

・
健
康
維
持
の
啓
発
活
動
、

・
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
活
動
推
進

２
０
１
９
年
度
の
事
故
対
策

事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
遭
わ
な
い
、
怪

我
を
し
な
い
こ
と
を
第
一
目
標
に
掲
げ
、

安
全
就
業
を
確
立
し
ま
し
た
。

平
成
釦
年
度
の
傷
害
・
賠
償
事
故
は
、

次
の
よ
う
な
事
故
防
止
対
策
等
を
行
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
事
故
の
減
少
が
見
ら
れ
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
事
故
ゼ
ロ
は
遠
い
課

題
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
暑
い
日
々
が
続
き
ま
す

の
で
熱
中
症
や
峰
刺
さ
れ
に
充
分
注
意
し

て
就
業
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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傷害事故一覧2018年度(4月～3月）

賠償事故発生の状況及び原因

事故の型・状況 ｜ 事故部位

《
苔
員

性
別

事故
場所

就業中
／途上

就業先 事故発生日NO

作業名 事故内容

男
‘脚

ポスター配布1I1、縁禰にぶつ
かりrl 'i"liで転倒

公共 2018'年8月201」 並木4丁I－l 就業巾1 ミ ポスター貼り 旅足膝災細'|'l･'I'l･1" |'l･W

男
性

鉄筋の切断、
溶接､木枠作り

鉄筋IIII機で作業II1､落ドした鉄筋
を拾う際の不注意により桁を挟んだ

E場 2018年10月16日 III村I1U.金屋 就業中2 B 左12、〃:指球 打撲

柚木手入れ就業il!､ヘッジ1､リマー
使用中にトリマーが枝に引っかか
り､Fが派手と共に巻き込まれた。

男
'WI

個人 2018年10ﾉ1211:l 台新1丁目 就業中 柚木手入れ3 C 侮手人雄し脂 製1筋

女
職

富久山Ilr
久保lⅡ地内

歩行で111鋤途上路IIIi凍結に気
付かに転倒した。

施設 2019年1月27日 途」 入居老世話人1 左手間， 'Iml･欠批・ズレ

賠償事故一覧2018年度(4月～3月）

賠償事故発生の状況及び原因

事故の型・状況 ’ 事故部位

今
云
巨
貝

事故
場所

就業中
途上

性
別 就業先 事故発生日No

作業名 事故内容

介護
施設

男
性

f|〔を移動中､進物角でjl[の側iniを
擦ってしまった。

剛Iの左タイヤ前側
而ボディー

2018年8月211 1 八111川3｣. 1 1 就業中 屯での送迎1 ， 陽、陥没

男
性

公共
施設

八IIIIII

西二丁i l
刈払い機で除草中、石を飛ば
し停軸'1の車に傷をつけた。

2018年8月21日 挑業『i! 機械草刈2 E 2台の自励'l《後部 多数の{〃

利川箭宅で車の方向転換をする
時､バックする際ブロック塀に自車
の前方をぶつけて傷をつけた。

男
仲

護
設

介
施 2018年11月8日 菜根 就業II1 !|〔での送迎3 F II[の前方左卜 陽、陥没

男
性

舞木字
四合Ⅲ

切り枝のゴミを脳く時､駐車中の111
に似をつけてしまった。

個人宅 2018年11月3日 就業中 植木手入れI 収の後部バンパー |筋G

送迎恥を移動する1時､運転操作ミ
ス(ブレーキとアクセルを同時に踏
んでしまった)により同じ事業者の
lliに衝突したもの

ill手Ili後部ドア･リ
ァバンパー

gII[:フロント部分慨
･へこみ･雄装はがれ

ｲ11手唯:破恨
rl車:フロント部
分傷･へこみ・
雄装はがれ

男
性

介護
施設

安積町
長久保

2018年12月11[1 就業Ii! 送迎逆転5 H

ソファーを2階から降ろす時に
階段と、玄関のkがりかまち
に傷をつけてしまった

各段に

3点1筋

階段、玄IMI上がり
かまち

階段
傷
玄関

男
性

郡l1l市
緑ヶ丘東

個人宅 2018年11月6H 就業'i! 家具の移動6 I

・
秋
田
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
様

平
成
訓
年
皿
月
唱
日
来
訪

秋
田
県
シ
連
専
門
部
会
委
員
２
名
の
役

員
が
会
員
拡
大
等
に
つ
い
て
視
察
に
来
訪

さ
れ
ま
し
た
。

・
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
協
会
様

平
成
訓
年
岨
月
必
日
来
訪

福
島
県
内
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

指
導
巡
回
に
際
し
、
当
セ
ン
タ
ー
に
も
立

寄
り
調
査
・
指
導
に
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

豊
…

。
会
津
若
松
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様

平
成
証
年
１
月
羽
日
来
訪

事
務
局
体
制
や
派
遇
等
の
就
業
開
拓
に

つ
い
て
視
察
に
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

。
登
米
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様

平
成
瓢
年
２
月
躯
日
来
訪

周一
＝マ

ート
ー

ーー

ー,一一

＝
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シ
ル
バ
ー
シ
ス
テ
ム
、
入
会
促
進
、
退

会
抑
制
、
事
務
局
職
務
分
担
等
に
つ
い
て

視
察
に
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

・
山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様

平
成
証
年
３
月
四
日
来
訪

役
職
員
過
名
の
方
々
が
、
セ
ン
タ
ー
の

事
業
概
要
・
運
営
等
に
つ
い
て
詳
細
に
視

察
に
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

・
長
井
西
置
賜
地
域

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様

平
成
別
年
４
月
別
日
来
訪

植
木
技
能
会
員
３
名
の
方
々
が
植
木
就

業
者
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
技
能
諦
習
会
に
実
技

参
加
の
た
め
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
訓
年
廻
月
別
日
開
催

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
郡
山
市
、
郡
山
市
Ｓ

Ｃ
・
田
村
市
Ｓ
ｃ
の
４
者
に
よ
り
連
絡

会
議
を
設
置
開
催
し
ま
し
た
。

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
高
齢
者
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
対
応
方
策
等
を
検
討

し
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
連
携
推
進
連
絡
会
議
の

園

２
０
１
９
年
１
月
訓
日
開
催

毎
月
、
日
に
開
催
し
て
い
る
就
業
相
談

会
と
は
別
に
、
平
成
鋤
年
度
未
就
業
を
対

象
に
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
平
成
釘

年
度
新
年
会
が
セ
ン
タ
ー
と
し
て
初
め
て

会
員
１
５
０
名
参
加
の
下
「
月
光
温
泉
ク

ア
ハ
イ
ム
」
で
開
催
さ
れ
、
今
年
の
新
年

を
祝
い
、
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

平
成
訓
年
度
新
年
会
琶
開
催

憩
の
広
場
で
は
、
本
年
４
月
よ
り
新
体

制
に
よ
り
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

手
工
芸
品
は
も
と
よ
り
、
野
菜
や
果
物

を
展
示
即
売
し
て
お
り
ま
す
。
「
キ
ュ
ウ

リ
・
ナ
ス
・
ト
マ
ト
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
」
な

ど
今
が
盛
り
の
、
夏
野
菜
類
な
ど
が
並
ん

で
皆
様
方
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
方
も
是
非
足
を
お
運
び
下

さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

開
場
日
唖
月
曜
日
～
金
曜
日

０
寺
～
４
土
寸

１
１
１
０

ス
タ
ッ
フ
》
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
記
名
に

拠
る
交
代
当
番

竺型

IIl lll

雲
睡

奄

函

回

劇

司
『
＃

〆
Ｉ
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介
誰
老
人
保
健
施
設
光
の
森
で
、
郷
踊

同
好
会
会
員
７
名
を
中
心
と
し
た
慰
問
グ

ル
ー
プ
皿
名
が
慰
問
活
動
を
行
な
い
ま
し

た
。

期
日
》
２
０
１
９
年
５
月
羽
日

・
日
本
舞
踊
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
、

・
桃
太
郎
さ
ん
体
操

・
全
シ
協
定
時
総
会
記
念
品
に
採
用

セ
ン
タ
ー
会
員
が
制
作
し
た
バ
ッ
グ
２
４

０
ヶ
が
全
シ
協
定
時
総
会
記
念
品
に
採
用

さ
れ
、
全
国
か
ら
参
集
し
た
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
方
々
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
常
時
出
品
出
荷
者
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

い う

蕊 手提げ袋

り 公益社団法人
郡山市シルバー人材センター

(1EL O24-933-0001)

鷺斬
耐

メ

入
所
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
元
気
に
参

加
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

一

- W
ー

－－－

、一

＝華 １
０
曲

＝垂
一

m

.W4
襄蕊

時
期
は
梅
雨
前
、
予
報
で
は
雨
と
い
う

こ
と
で
、
か
な
り
心
配
し
ま
し
た
が
、
朝

方
は
曇
り
、
お
昼
前
に
は
お
日
様
が
顔
を

出
し
、
暑
い
く
ら
い
の
天
気
に
恵
ま
れ
た

旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

総
勢
例
名
が
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
を
２
台

の
バ
ス
に
分
乗
し
、
待
ち
に
待
っ
た
旅
が

新
設
さ
れ
た
郡
山
中
央
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

最
初
は
ト
イ
レ
休
憩
も
そ
こ
そ
こ
に
、

今
回
の
一
番
の
目
的
地
で
あ
り
、
前
か
ら

行
き
た
か
っ
た
世
界
遺
産
の
富
岡
製
糸
場

に
直
行
で
す
。

し
て
稼
動
し
た
工
場
と
の
こ
と
。
日
本
資

本
主
義
の
父
と
も
称
さ
れ
、
次
の
１
万
円

紙
幣
の
顔
と
な
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い

る
渋
沢
栄
一
が
建
設
計
画
を
推
進
し
た
こ

と
で
も
有
名
で
す
が
、
製
糸
場
内
を
見
物

し
て
い
て
、
世
界
遺
産
と
い
う
よ
り
も
、

働
く
女
工
さ
ん
の
姿
に
「
あ
あ
野
麦
峠
」

に
登
場
す
る
女
工
さ
ん
の
姿
を
つ
い
哀
史

に
重
ね
併
せ
て
見
て
し
ま
う
。
今
の
日
本

の
繁
栄
は
こ
の
よ
う
な
数
限
り
な
い
努
力

と
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ

な
－
と
の
思
い
が
脳
裏
を
よ
ぎ
り
、
胸

シ
ル
バ
ー
旅
行
記

「
富
岡
製
糸
場
と
軽
井
沢
」

日
本
の
文
明
産
業
の
黎
明
期
に
国
策
と 型

へ
向
か
う
。
道
す
が
ら
、
生
き
た
カ
イ
コ

そ
っ
く
り
の
姿
を
し
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を

見
つ
け
た
。
ド
キ
！
み
ん
な
わ
い
わ
い
と

騒
ぎ
な
が
ら
買
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

こ
の
お
土
産
、
友
達
驚
く
か
な
、
だ
っ
て

…
楽
し
み
・
楽
し
み
。

富
岡
製
糸
場
は
駐
車
場
が
不
便
で
少
な

く
バ
ス
の
駐
車
は
大
変
、
か
な
り
歩
き
ま

し
た
。
世
界
遺
産
登
録
時
は
年
間
１
３
０

万
人
も
の
見
学
者
が
あ
っ
た
も
の
の
、
現

在
で
は
も
う
下
火
に
な
り
来
場
者
数
は

ピ
ー
ク
時
の
半
分
に
届
か
な
い
と
の
こ

と
、
隔
世
の
感
で
す
ね
。
み
な
さ
ん
買
い

物
に
夢
中
で
バ
ス
は
少
し
遅
れ
た
も
の

の
、
次
ぎ
は
「
こ
ん
に
ゃ
く
パ
ー
ク
」
こ

ん
に
ゃ
く
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
だ
そ
う
で
製

造
販
売
ま
で
行
な
っ
て
い
る
施
設
だ
そ
う

で
す
。み

な
さ
ん
は
団
体
入
口
か
ら
入
り
、
バ

イ
キ
ン
グ
食
べ
放
題
の
コ
ー
ナ
ー
へ
。
あ

る
わ
あ
る
わ
、
こ
ん
に
ゃ
く
と
は
思
え
な

い
刺
身
か
ら
こ
ん
に
ゃ
く
ラ
ー
メ
ン
ま
で

盛
だ
く
さ
ん
、
し
か
も
そ
れ
が
、
ん
－
、

に
熱
い
も
の
が

こ
み
上
げ
て
く

る
の
を
抑
え
な

き
れ
な
い
の
は

私
だ
け
で
は
な

い
だ
ろ
う
、
…

な
ど
と
考
え
る

暇
も
な
い
ま
ま

バ
ス
の
駐
車
場

ゴ
ヨ

介
護
老
人
保
健
施
設
慰
問
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う
ま
い
！
こ
れ
が
こ
ん
に
ゃ
く
？
と
見
ま

ど
う
ば
か
り
。
盛
だ
く
さ
ん
の
Ⅲ
な
の
に

お
代
わ
り
す
る
人
も
い
て
、
こ
ん
な
に
た

だ
で
食
べ
さ
せ
て
こ
こ
は
大
丈
夫
？
な
ど

心
配
ご
無
用
、
み
な
さ
ん
買
う
わ
買
う

わ
、
こ
ん
に
ゃ
く
詰
め
放
題
を
楽
し
ん

で
、
カ
ー
ト
一
杯
買
い
ま
く
り
。
し
か
し

次
ぎ
は
昼
食
だ
け
ど
大
丈
夫
か
な
、
な
ど

要
ら
ぬ
心
配
。
こ
ん
に
ゃ
く
は
カ
ロ
リ
ー

が
な
い
か
ら
と
、
別
腹
と
決
め
込
ん
だ
。

お
腹
を
パ
ン
パ
ン
に
し
て
、
バ
ス
は
程

な
く
昼
食
会
場
は
峠
の
釜
め
し
で
有
名
な

「
お
ぎ
の
や
枇
川
店
」
へ
。
案
の
定
お
腹

は
こ
ん
に
ゃ
く
で
膨
れ
上
が
り
、
ど
う
し

よ
う
、
と
思
案
し
て
い
た
が
、
み
な
さ
ん

し
っ
か
り
食
べ
始
ま
っ
た
の
を
見
て
、
意

を
決
し
て
私
も
い
ざ
食
事
開
始
。
何
の
な

ん
の
、
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
忘
れ
て
、
釜
め

し
食
べ
き
っ
て
し
ま
っ
た
で
は
な
い
か
。

食
べ
ず
に
持
ち
帰
れ
ば
良
か
っ
た
、
な
ど

と
後
悔
あ
と
の
祭
り
。

超
時
間
が
な
い
中
、
急
い
で
買
い
物
を

済
ま
せ
バ
ス
は
白
糸
の
滝
へ
。
山
道
を
く

ね
く
ね
と
し
ば
ら
く
上
る
頃
雨
も
降
り
出

し
た
が
横
一
文
字
に
落
ち
る
滝
は
な
か
な

か
の
物
、
ツ
ア
ー
で
な
け
れ
ば
自
分
で
は

な
か
な
か
来
ら
れ
な
い
な
、
な
ど
と
思
い

な
が
ら
バ
ス
は
最
後
の
軽
井
沢
へ
。
明
治

の
頃
よ
り
高
級
避
暑
地
と
し
て
誰
も
が
憧

れ
た
軽
井
沢
。
わ
れ
わ
れ
庶
民
に
は
な
じ

み
が
薄
く
縁
遠
い
も
の
と
思
っ
て
は
い
た

が
、
一
度
く
ら
い
は
そ
の
地
を
踏
み
た
い

と
願
っ
て
い
た
。
あ
－
我
が
人
生
や
っ
と

軽
井
沢
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
が
出
来

た
、
と
感
慨
も
ひ
と
し
お
。
旧
軽
井
沢
を

閥
歩
す
る
の
に
お
し
ゃ
れ
を
し
て
日
傘
ま

で
新
調
し
た
の
に
、
１
時
間
限
り
と
は
。

ト
イ
レ
は
ホ
テ
ル
、
一
人
１
０
０
円
取
ら

れ
た
。
郡
山
に
は
そ
ん
な
所
は
な
い
、
さ

す
が
に
軽
井
沢
で
あ
る
。
旧
軽
井
沢
の
お

店
、
端
か
ら
端
ま
で
覗
こ
う
と
思
っ
て
張

り
切
っ
て
来
た
が
、
途
中
で
断
念
。
何
を

見
た
の
か
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
。
手
許
に
は
お
土
産
と
少
し
ば
か

り
の
満
足
感
が
残
り
、
い
い
思
い
出
に

な
っ
た
。

旅
の
予
定
時
間
も
１
時
間
以
上
遅
れ
て

も
ゆ

z

一

一

庭

塗

釘
叩
い
い
燈
心
胴
叫
晒

い
た
が
、
玄
人
は
だ
し
の
ガ
イ
ド
さ
ん
の

話
術
に
つ
い
聴
き
惚
れ
て
、
旅
の
最
後
ま

で
よ
く
も
眠
り
も
せ
ず
楽
し
ま
せ
て
も

ら
っ
た
。

「
一
杯
の
か
け
そ
ば
・
勧
進
帳
・
野
口

英
世
」
一
聰
の
価
値
あ
り
で
あ
る
。
ま
だ

ま
だ
出
し
物
が
あ
り
そ
う
で
あ
っ
た
が
、

そ
こ
ま
で
。
大
き
な
事
故
ト
ラ
ブ
ル
も
な

か
っ
た
の
に
バ
ス
は
到
着
が
遅
れ
る
こ
と

２
時
間
、
行
程
表
通
り
に
は
行
か
ず
、
や

は
り
ト
イ
レ
と
買
い
物
時
間
か
な
、
な
ど

と
納
得
し
つ
つ
旅
行
は
終
り
を
告
げ
た
。

次
ぎ
の
秋
の
旅
行
が
今
か
ら
楽
し
み
で

す
。
（
い
つ
も
参
加
し
て
い
る
Ｙ
・
Ｙ
子
）

◎
除
草
・
植
木
手
入
れ
就
業
者

緊
急
大
募
集
Ⅱ

２
０
１
９
年
度
会
費
納
入
が
ま
だ
お
済

で
な
い
方
は
、
至
急
納
入
下
さ
る
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

◎
筆
耕
就
業
者
大
募
集

筆
を
使
う
仕
事
で
す
。
自
宅
で
出
来
ま

す
。

初
心
者
で
も
大
丈
夫
で
す
。
て
い
ね
い

に
指
導
し
ま
す
。

春
か
ら
秋
ま
で
途
切
れ
ず
に
仕
事
が
あ

り
ま
す

※
ま
ず
は
事
務
局
へ
お
出
か
け
く
だ
さ

い
０ 。

賛
助
会
員
会
費
額

．
特
別
会
員
会
費
額

。
正
会
員
会
費

年
会
費
納
入
に
つ
い
て

雪
通
園
冨
墨
り

年
額
１
，
０
０
０
円

年
額
２
，
５
０
０
円

年
額
１
，
５
０
０
円

就
業
者
の
募
集



2019年7月25B (12）

◇
開
催
日
時
》
毎
月
岨
日
、
午
前
９
時
開

始
（
１
回
開
催
、
遅
れ
る
と
参
加
出
来

ま
せ
ん
）
ｎ
日
が
土
曜
、
日
曜
、
祝
日

の
時
は
翌
日
の
同
時
刻
に
開
催
し
ま

す
。

◇
開
催
場
所
雫
郡
山
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
視
聴
覚
室
（
３
階
）

◇
持
参
す
る
も
の

・
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

※
複
数
の
新
会
員
を
紹
介
さ
れ
そ
の
方
が

入
会
さ
れ
た
場
合
は
、
今
年
度
の
総
会

同
様
、
毎
年
定
時
総
会
の
席
上
、
表
彰

入
会
さ
れ
た
場
合
は
、
今
年
度
の
総

同
様
、
毎
年
定
時
総
会
の
席
上
、
表

◇
入
会
の
要
件

・
郡
山
市
に
居
住
し
、
当
年
度
中
に
帥
歳

以
上
に
な
る
方

・
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

・
臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
仕
事
を
通
し

て
、
自
ら
の
生
き
が
い
の
充
実
や
社
会

参
加
等
を
希
望
す
る
方

一
新
会
員
の

セ
ン
タ
ー
で
は
常
時
会
員
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

み
な
様
方
の
友
人
・
知
人
・
配
偶
者
な

ど
、
セ
ン
タ
ー
会
員
に
相
応
し
い
と
思
わ

れ
る
方
の
勧
誘
や
ご
紹
介
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
（
記
念
品
あ
り
）

募
集
協
力
依
頼
に
つ
い
て

採
用２

０
１
９
年
４
月
１
日
付

・
職
員
安
藤

一
日
も
早
く
会
員
皆
様
方
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

個
人
の
住
所
、
電
話
番
号
な
ど
、
特
に

配
分
金
の
振
込
先
口
座
の
変
更
な
ど
が

あ
っ
た
方
は
、
早
急
に
事
務
局
ま
で
お
届

け
願
い
ま
す
。

（
振
込
日
に
振
り
込
め
な
い
、
な
ど
の
事

態
が
生
じ
て
い
ま
す
。
）

新
会
員
の
紹
介
に
は
「
新
入
会
員
紹
介

用
紙
」
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

個
人
情
報
が
変
わ
っ
た
方
は
届
出
を

－一

洋
子
〈
投
稿
募
集
〉

な
ど
、
皆
さ
ん
の
思
う
こ
と
を
文
書
１

０
０
字
か
ら
４
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
て

事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

２
０
２
０
年
１
月
１
日
（
第
的
号
掲
載

予
定
） 初

夏
の
共
助
会
旅
行
（
富
岡
製
糸
場
で

の
集
合
写
真
１
１
号
車
は
今
号
旅
行
記
に

掲
載
あ
り
、
別
に
２
号
車
の
集
合
写
真
あ

り
）
の
写
真
を
希
望
者
に
お
分
け
し
ま

す
。

電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
「
会
員
番
号
、
お

名
前
、
希
望
の
バ
ス
号
車
」
を
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
８
月
２
日
ま
で
受
付
。

※
希
望
者
に
は
、
後
日
写
真
を
送
付
し
ま

す
。

、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

・
シ
ル
バ
ー
事
業
へ
の
提
言

。
私
の
信
条
、
座
右
の
銘
、

。
私
の
人
生
で
一
番
の
思
い
出

・
生
涯
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
（
物
）

・
セ
ン
タ
ー
で
得
た
こ
と
（
物
）

・
就
業
体
験
、
他

広
報
委
員
会
だ
よ
り

春
の
共
助
会
旅
行
の
集
合
写
真
贈
呈

昨
年
の
西
日
本
地
方
の
豪
雨
災
害

に
続
き
、
今
鹿
児
島
県
を
中
心
と
し

た
南
九
州
地
区
の
豪
雨
災
害
が
報
じ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
市
長
祝
辞
に
も

あ
り
ま
し
た
よ
う
に
地
球
温
暖
化
の

影
響
で
し
ょ
う
か
。

時
々
「
印
年
に
一
度
の
…
」
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
を
度
々
よ
く
耳
に
し
ま
す

が
、
現
在
、
日
本
ば
か
り
で
は
な
く
、

地
球
全
体
で
異
常
気
象
が
報
じ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
将
来
を
見
据
え
て
早

急
に
全
世
界
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
喫
緊
の
重
要
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
災
害
が
発
生
し

な
い
よ
う
、
発
生
し
て
も
最
小
限
で

済
む
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。

今
年
も
、
も
う
半
分
が
過
ぎ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
昨
年
同
様
酷
暑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
熱
中
症
や
蜂
刺
さ

れ
、
事
故
・
怪
我
な
ど
に
は
充
分
気

を
つ
け
て
下
さ
る
よ
う
願
っ
て
お
り

ま
す
。今

後
と
も
会
員
の
皆
さ
ま
が
健
康

で
い
き
い
き
と
過
ご
さ
れ
る
日
々
を

思
い
描
き
な
が
ら
編
集
し
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
に
加
入
し
、
働
け
る
こ
と

の
喜
び
を
胸
に
、
み
な
さ
ん
と
こ
の

事
業
を
一
生
懸
命
盛
り
上
げ
て
行
き

ま
し
ょ
う
。

広
報
委
員
会
委
員
一
同

編
集
後
記

事
務
局
職
員
の
紹
介


